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奈良県奈良市



奈良市の概要

▼市町村名 奈良県奈良市

▼人口 350,272人（令和5年8月1日現在）

▼世帯数 167,837世帯（令和5年8月1日現在）

▼面積 276.94㎞²

▼高齢化率 31.9％（令和5年8月1日現在）



重層的支援体制整備事業に取り組んだ背景等

▼計画策定の経緯

▼今般、少子高齢化の進行や単独高齢者世帯の増加、生涯未婚率の増加など、社会情勢の
変化に伴う地域とのつながりの希薄化や社会的孤立などを背景に、8050問題やヤング
ケアラーなど、住民が地域で暮らしていく中で抱える生活課題が一層「複雑化・複合化」し
てきた。

▼高齢者や障がい者、生活困窮者などそれぞれの制度利用だけでは解決が困難なケースも
多く、制度の狭間の見えにくいニーズに対する支援や、そのニーズキャッチの難しさが課
題となってきた。

作成年 計画 取り組み

平成18年 第1次地域福祉計画 住民の参加を促進する仕組みづくり
福祉サービスを利用しやすくする仕組みづくり

平成24年 第2次地域福祉計画 ボランティア活動の支援体制の充実
各種相談支援体制の充実

平成29年 第3次地域福祉計画 地域におけるネットワークづくり
地域における担い手づくり

令和4年 第4次地域福祉計画 地域共生社会の実現と重層的支援体制整備事業
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重層的支援体制整備事業の全体像



包括的相談支援

▼既存の相談窓口（行政各課・地域包括支援センター・基幹相談支援センター・子育て
広場・くらしとしごとサポートセンター・子ども若者サポートセンターなど）の対象範
囲を拡大し、幅広く相談を受けとめる体制づくりを進めている。

▼相談を受けた窓口は、それぞれにおいて支援検討を行い、それでもなお支援が困難
な場合に、重層的支援会議において課題共有し役割分担等の検討を行う。

分野 相談支援拠点 箇所数

高齢 基幹型包括支援センター
地域包括支援センター

1か所
13か所

障がい 基幹相談支援センター
委託相談支援事業所

1か所
7か所

子ども 子どもセンター（児童相談所）
地域子育て支援拠点
子育て世代包括支援センター

1か所
16か所
2か所

生活困窮 くらしとしごとサポートセンター 1か所

子ども若者 若者サポートセンター（リスなら） 1か所



参加支援事業と地域づくりに向けた事業の一体的取り組み
～中間的社会空間（協働実践を生み出す原動力）～

～いいばしょプロジェクト

「コミュニティスペースまんま」の立ち上げ～

▼経緯：平成22年度より、ひきこもりなど制度の狭間の課題に取り組み、

平成26年度に支援団体や当事者団体等へのヒアリングを実施。

地域ごとの支援の必要性を実感し、旧幼稚園舎を活用した

地域支援拠点「コミュニティスペースまんま」を立ち上げた。

▼目的：人と人がゆるやかに繋がっていける場所。当事者が社会とつな

がり、みんなが役割を担い、支える側にもなれる居場所。

▼成果：生活支援コーディネーターらが、制度の狭間の課題に対する

住民主体の支援の場を設定し、多様な主体の参画を促したことで、

ひきこもり当事者の居場所づくりやつながりサポーターの養成な

ど、新たな活動が生まれた。
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企画スペースとしてのご利用（有料）
誰もが安心して生活できる地域づくりに貢献することを

目的とする活動に利用することができます。

●奈良市社協との協働企画（広く参加者を募る場合）

１時間５００円（２時間以上）

●レンタルスペース企画（限られた仲間で行う場合）

１時間１,０００円（２時間以上）
ただし、物品販売を伴う場合は1時間１,５００円

フリースペースとしてのご利用（無料）
イベント企画が入っていないときは、

どなたでも自由に使っていただけるフリースペースです。
おしゃべりしたり、読書をしたり、手芸やクラフト、

１００円コーヒーでホッと一息も・・・。
持ち込み飲食もOKです。

人と人がゆるやかに
繋がっていける

居場所
こんなこと出来るかな？
こんなことやってみたいな！
と思われたらお気軽にご相談ください。

コミュニティースペース



そのまんまで親の会

家族支援の場

（家族の孤立防止・エンパワメントの場）

あなたのまんま ならコープチャレンジ就労体験

便利屋きづな屋

地域とWinｰWinの取り組み

ちょこっとした生活支援

当事者の参加の場
ゆるやかな就労体験

（サポーター伴走、超短時間勤務など）



ねどこの取り組み（協働型の居場所）
話さなくてもいいし、寝ててもいいし、

相談したければできる居場所。

生活支援コーディネーターらが、

日替わりの活動者への支援をしています。

障害福祉
サービス事業所

ひきこもり
当事者団体

養成講座修了生
有志の団体

訪問看護
事業所

ボランティア団体

当事者
研究会


